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平
成
28
年
度
決
算
を
不
認
定

補
正
予
算
な
ど
原
案
を
可
決

予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

決
算
に
つ
い
て
集
中
審
議

◎
三
宅　

真
弓　

○
内
田　

俊
英

　

武
田　

孝
三　
　

竹
田　

英
司

　

東　
　

由
美　
　

中
谷
真
裕
美

　

神
田　

泰
孝　
　

岡
田　
　

剛

　

大
西　
　

浩　
　

香
川　
　

勝

　

川
田　

匡
文　
　

真
鍋　

順
穗

　

多
田　

光
廣　
　

横
田　

隼
人

　

小
橋　

清
信　
　

横
川　

重
行

　

松
浦　

正
武　
　

加
藤　

正
員

　

山
本　

直
久　
　

大
前　

誠
治

　

水
本　

徹
雄　
　

国
方　

功
夫

　

片
山　

圭
之

　

平
成
28
年
度
の
決
算
に
つ
い

て
、
議
長
と
議
員
選
出
の
監
査

委
員
を
除
く
全
て
の
議
員
を
特

別
委
員
に
選
び
、
延
べ
５
日
間

に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。

　

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

予
算
決
算
特
別
委
員
会

2017.11 ❷ No.68

９
月
定
例
会

本
会
議
の

あ
ら
ま
し

本
会
議
の

あ
ら
ま
し

　
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
９
月
１

日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
35
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
ま
ず
、
請
願
第
７
号
「
日

本
政
府
に
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調

印
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
請
願
」
を
総
務
委
員
会
に
付
託

し
、
続
い
て
平
成
28
年
度
の
一
般
会

計
及
び
各
特
別
会
計
決
算
認
定
議
案

と
議
案
第
62
号
、
第
63
号
の
企
業
会

計
の
利
益
の
処
分
及
び
決
算
認
定
議

案
が
上
程
さ
れ
、
予
算
決
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
審
査
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
案
第
64
号
か
ら
第
74

号
ま
で
を
一
括
議
題
と
し
、
市
長
か

ら
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
日
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
２

名
が
質
疑
を
行
い
、
さ
ら
に
各
常
任

委
員
会
で
詳
し
く
審
査
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
は
、
都
市
経
済
、
教

育
民
生
が
６
日
に
、
生
活
環
境
、
総

務
が
７
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
議

案
と
請
願
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
12
日
は
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
委

員
会
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
、
議
案

は
い
ず
れ
も
原
案
承
認
、
請
願
は
不

採
択
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
名
か
ら
議
案
第
74
号
に
反
対
、

請
願
の
採
択
を
求
め
る
討
論
、
１
名

か
ら
請
願
の
不
採
択
を
求
め
る
討
論

が
あ
っ
た
た
め
、
同
議
案
と
請
願
を

ほ
か
の
議
案
と
分
離
し
て
起
立
に
よ

る
採
決
を
行
い
、
議
案
は
原
案
の
と

お
り
可
決
、
請
願
を
不
採
択
と
し
ま

し
た
。
残
り
の
議
案
は
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
15
日
ま
で
市
政
全
般
に

つ
い
て
17
名
が
一
般
質
問
に
立
ち
ま

し
た
。

　
20
日
か
ら
26
日
ま
で
は
予
算
決
算

特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
決
算
議
案

の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
５
日
の
最
終
日
は
、
特
別
委

員
会
に
付
託
し
て
い
た
決
算
の
審
査

結
果
に
つ
い
て
、
委
員
長
か
ら
認
定

第
１
号
の
生
活
環
境
部
に
係
る
部
分

は
不
承
認
、
そ
の
他
は
原
案
承
認
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
名
が
認
定
第
１
号
に
反
対
、
１

名
が
同
議
案
に
賛
成
、
１
名
が
認
定

第
１
号
、
議
案
第
62
号
、
第
63
号
に

つ
い
て
反
対
討
論
を
行
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
同
議
案
を
起
立
に
よ
り
採
決

し
、
認
定
第
１
号
は
賛
成
少
数
で
不

認
定
、
議
案
第
62
号
、
第
63
号
は
賛

成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
75
号
が
提
案
さ

れ
、
審
議
の
後
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
議
員
提
出
議
案
第
２
号
が

提
案
さ
れ
、
１
名
が
反
対
討
論
、
１

名
が
賛
成
討
論
を
行
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
起
立
に
よ
る
採
決
を
行
っ
た
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
議
員
派
遣
第
２
号
に
つ
い

て
可
決
後
、
今
期
定
例
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。

起立少数で決算不認定
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




質
疑・討
論・請
願
審
査
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質

疑

質

疑

質

疑質
問
者
・
項
目

太
字
の
項
目
は
要
約
文
を
掲
載

①
一
般
会
計
補
正
予
算
（
私
立
保

育
園
援
助
費
）
②
財
産
の
取
得
、

無
償
貸
付
け
（
ほ
ん
じ
ま
丸
）
③

香
川
県
広
域
水
道
企
業
団
の
設
置

①
一
般
会
計
補
正
予
算
（
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
、
ふ
る
さ
と
納
税

事
業
、
私
立
保
育
園
援
助
費
）
②

香
川
県
広
域
水
道
企
業
団
の
設
置

加
藤
　
正
員

中
谷
真
裕
美

水
道
広
域
化

今
後
の
見
通
し
は

　

加
藤
議
員　

水
道
広
域
化
後
の
渇

水
対
策
、
水
道
料
金
、
水
道
工
事
な

ど
の
窓
口
業
務
体
制
は
ど
う
な
る
の

か
。

　

水
道
部
長　

渇
水
時
に
は
、
通
常

時
の
水
源
に
加
え
、
浅
井
戸
な
ど
の

予
備
水
源
や
香
川
用
水
調
整
池
で
あ

る
宝
山
湖
な
ど
、
緊
急
用
の
水
源
を

活
用
す
る
の
で
、
安
定
供
給
に
支
障

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
水
道
料
金

は
、
平
成
40
年
度
に
県
内
で
統
一
を

予
定
し
て
お
り
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
そ
の
際
に
３
０
０
円

ほ
ど
値
上
が
り
す
る
見
込
み
で
あ

る
。
窓
口
業
務
は
、
広
域
化
後
２
年

間
は
現
状
の
ま
ま
行
い
、
そ
の
後
は

中
讃
の
業
務
を
集
約
す
る
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

Ａ Ｑ

①
認
定
第
１
号　

一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
（
塵

芥
処
理
管
理
費
、
人
権
問
題
関
連
委

託
料
、
民
間
委
託
）
②
議
案
第
62
号

水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決

算
の
認
定
③
議
案
第
63
号　

モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
会
計
利
益
の
処

分
及
び
決
算
の
認
定
④
議
案
第
74
号

広
域
水
道
企
業
団
の
設
置

《
反
対
討
論
》     

中
谷
真
裕
美

①
認
定
第
１
号　

一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
（
塵

芥
処
理
管
理
費
）

《
反
対
討
論
》　
　
小
橋　

清
信

①
認
定
第
１
号　

一
般
会
計
及
び
各

《
賛
成
討
論
》　
　
加
藤　

正
員

理
由　

日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
と
し

て
条
約
に
参
加
し
、
核
廃
絶
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。

《
採
択
を
求
め
る
討
論
》

　
　
　
　
　
　
　
　
中
谷
真
裕
美

請
願
第
７
号
に
対
す
る
討
論

ふ
る
さ
と
納
税

効
果
的
な
活
用
を

　

中
谷
議
員　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
充
当
先
と
し
て
、
寄
附
者
が
多

く
選
ん
で
い
る
メ
ニ
ュ
ー
は
何
か
。

　

ま
た
そ
の
金
額
は
ど
の
く
ら
い

か
。
寄
附
額
も
大
き
く
な
っ
て
お

り
、
そ
の
年
度
に
消
化
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
く
、
基
金
化
を
し
て
さ
ら

に
効
果
的
な
使
い
方
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　

市
長
公
室
長　

８
月
末
現
在
で
寄

附
額
の
多
い
順
に
、
子
供
た
ち
の
教

育
に
関
す
る
事
業
３
２
９
９
万
円
、

市
長
が
選
ん
だ
事
業
１
１
７
７
万

円
、
丸
亀
城
を
守
り
後
世
に
残
す
事

業
７
３
４
万
円
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
総
額
は
約
６
６
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
寄
附
金
の
基
金
化
は
可
能

だ
が
、
本
市
で
は
基
金
の
新
設
は
せ

ず
、
既
存
の
基
金
に
積
み
立
て
を
し

て
い
る
。

Ａ Ｑ

議
案
に
対
す
る

議
案
に

賛
成
×
反
対
の

意
見
を
表
明
し
ま
す
。

　

日
本
政
府
に
「
核
兵
器
禁
止
条
約

の
調
印
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
請
願

　
　

新
日
本
婦
人
の
会

　
　
　

丸
亀
支
部
長　

細
谷　

國
子

不
採
択

請
願
審
査
結
果

請
願
審
査
結
果

理
由　

条
約
は
か
え
っ
て
核
保
有
国

と
非
保
有
国
の
対
立
を
深
め
る
お
そ

れ
が
あ
る
。

《
不
採
択
を
求
め
る
討
論
》

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本　

直
久

議
案
に
対
す
る
討
論

討
論
討
論

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定



委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

主
な
質
疑

　

本
会
議
で
常
任
委
員
会
と
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
と
請
願
は
、
６
日
に
都
市
経
済
と
教
育
民
生
、
７
日

に
生
活
環
境
と
総
務
委
員
会
、
20
〜
22
日
、
25
〜
26
日
に

予
算
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
市
長
や
副
市
長
、
担

当
部
課
長
な
ど
が
出
席
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、

各
常
任
委
員
会
で
原
案
承
認

都
市
経
済
委
員
会

委
員
会
審
査

主
な
質
疑

教
育
民
生
委
員
会

主
な
質
疑

総
務
委
員
会

主
な
質
疑

生
活
環
境
委
員
会
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○
香
川
県
広
域
水
道
企
業
団
の
設
置

に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
事
務
体
制
と

な
る
の
か

○
新
市
民
会
館
の
基
本
構
想
策
定
の

期
間
は
ど
れ
く
ら
い
か

○
新
市
民
会
館
の
基
本
構
想
策
定
に

よ
り
、
市
民
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

○
連
携
・
協
力
モ
デ
ル
事
業
と
は
、

現
在
行
っ
て
い
る
通
信
指
令
シ
ス
テ

ム
の
共
同
運
用
の
継
続
事
業
と
捉
え

て
よ
い
の
か

○
出
動
件
数
が
少
な
い
特
殊
車
両
を

近
隣
の
市
町
と
共
同
で
持
ち
、
財
政

○
綾
歌
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
の
耐
震

改
修
工
事
に
よ
っ
て
、
ど
の
程
度
の

長
寿
命
化
が
図
れ
る
の
か

○
綾
歌
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
耐
震
改

修
工
事
の
際
、
多
目
的
ト
イ
レ
に
大

人
の
お
む
つ
交
換
台
を
設
置
す
る
予

定
は
あ
る
の
か

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は
、
ど

の
よ
う
な
考
え
方
で
額
を
決
め
て
い

る
の
か

　

議
案
に
つ
い
て
討
論
は
な
く
、
原
案

の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た

　

請
願
第
７
号
に
は
採
択
と
不
採
択
の

討
論
が
あ
り
、
挙
手
採
決
の
結
果
、
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

○
委
託
す
る
公
共
下
水
道
の
対
象
施

設
数
は

　

議
案
に
つ
い
て
討
論
は
な
く
、
原
案

の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

的
な
負
担
を
減
ら
す
考
え
は
あ
る
か

○
里
浦
港
待
合
所
は
潮
風
等
に
よ
り

損
傷
し
や
す
い
が
、
早
め
の
手
立
て

を
考
え
て
い
る
の
か

○
城
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
整
備
は
、
交
通
に
支
障
の
な

い
計
画
を
考
え
て
い
る
の
か

　

議
案
に
つ
い
て
討
論
は
な
く
、
原
案

の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

○
綾
歌
中
学
校
の
プ
ー
ル
を
改
築
に

よ
り
50
メ
ー
ト
ル
か
ら
25
メ
ー
ト
ル

に
変
更
す
る
が
、
関
係
者
に
十
分
な

説
明
を
行
っ
て
い
る
の
か

○
プ
ー
ル
観
覧
席
に
は
、
待
機
し
て

い
る
児
童
へ
の
紫
外
線
対
策
を
施
し

て
い
る
の
か

○
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
は
、

次
期
介
護
保
険
料
を
見
積
も
る
際
の

保
険
料
を
抑
制
す
る
た
め
に
取
り
崩

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は

○
私
立
保
育
園
等
援
助
費
に
よ
っ
て

補
助
を
行
う
保
育
支
援
者
と
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
う
の

か○
私
立
保
育
園
等
援
助
費
を
活
用
し

な
い
保
育
園
も
あ
る
が
、
援
助
費
を

支
給
出
来
な
い
理
由
は
あ
る
の
か

　

議
案
に
つ
い
て
討
論
は
な
く
、
原
案

の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
決
算
は
一
部
不
承
認
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